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地域の方を中心に多くの皆様から協賛金へのご協力をして頂き、本当にありがとうご

ざいます。協賛金への問い合わせも多く頂き、皆様に支えられ、期待されている地域行

事となってまいりました。

当日は安全確保のため、消防団に出動して頂きます。また、会場付近は交通規制を行

いますので、基本的に徒歩でのご来場をお願いします。大変混

雑しますので交通整理役員の指示に従って下さい。無事故の運

営に努めますので、皆様のご協力をお願いします。（詳細は回

覧板にてご案内します）

【協賛金計】1,832,229円

【開催日時】9月28日（土）19：00～19：15

※悪天候の場合は10月5日(土)に延期（CTY文字情報にてお知らせします）

【打上場所】羽津北小学校北側農地

羽津地区文化祭 文化部会

【開催日時】11月2日(土)13：00～20：00 歴史講座、星空観察会

11月3日(日)10：00～15：00 舞台発表、体験コーナー、模擬店

※作品展示は全期間を通じて観覧できます。

詳細は後日配付するプログラムをご覧ください。

【開催場所】羽津小学校体育館・運動場

【作品募集】サークル等の出展募集は既に締め切っていますが、個人作品については

未だ受付可能です。展示スペースに限りがありますので、出展を考えてお

られる方は早めにお申し込みください。

地区運動会 健康推進部会

【開催日時】10月20日(日)9：30～15：00頃

雨天の場合は10月27日(日)に延期

（実施か延期かの決定は当日8：00にCTY文字情報にてお知らせします。)

【開催場所】羽津小学校校庭

【実施競技】各戸に配付されるプログラムをご覧ください。

今回は来場者全員によるじゃんけん大会を新たに採用しました。

【参加申込】町別対抗競技は既にエントリーを締め切っていますが、個人参加競技は

当日受付ですので、奮ってご参加ください。

ロケット製作・打上げ体験 総務委員会

【開催日時】11月24日(日)9：00～11：0

雨天の場合は、打上げのみ12月1日(日)午後に延期

【開催場所】羽津北小学校及び北側農地

【参 加 費】1,000円

【募集定員】30名

有料広告

編集後記

国外では、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルによるパレスチナ・ガザ地区掃討により多

くの無辜の命が失われています。その背景にはキリスト教とイスラム教、キリスト教の中でもカト

リックとロシア正教、イスラム教の中ではスンニ派とシーア派といった宗教間対立や全体主義独裁

国家と宗教国家、(一応は)民主国家の間の葛藤があり、容易に解決できる問題ではありません。日

本の近辺にも厄介な国々が存在します。近々選ばれる新しい日本の指導者はどんな外交手腕を見せ

てくれるのでしょうか。 広報委員会(Ki)よ

9月下旬から10月の行事予定

9月20日(金) さんきゅう食堂 10月12日(土) 秋祭り子ども神輿

9月23日(月) バランスボールde産後骨盤ケア 無料塾

9月27日(金) さんきゅう食堂 10月13日(日) ベビーマッサージ教室

子供食堂「＆ゆう」 志氐神社秋の大祭

9月28日(土) 無料塾 10月15日(火) バレトン教室

ふれあい花火大会 10月18日(金) さんきゅう食堂

9月29日(日) 市民総ぐるみ総合防災訓練 10月19日(土) やさしいフラダンス&ストレッチ

市長との地域づくり懇談会 10月20日(日) 地区運動会

10月 4日(金) さんきゅう食堂 10月25日(金) さんきゅう食堂

10月 5日(土) ステキなまちづくり交流会 子供食堂「＆ゆう」

10月 6日(日) 防災ワークショップ 10月26日(土) さんきゅう食堂

10月11日(金) さんきゅう食堂 10月27日(日) 地区運動会予備日

子供食堂「＆ゆう」 10月28日(月) バランスボールde産後骨盤ケア

女子力アップ講座 女性活躍部会（ハナモモ）

9月1日(日)に予定していました松本春野講演会は台風の影響で中止になりましたが、1月に開講

できる見込みです。

11月3日(日)の地区文化祭でレジンアクセサリー指輪のコーナーを開設する予定です。10：30、

11：15、13：30の3回、各々7人が受講できます。各回の1時間前に受付で整理券を交付します。

【10月度】 【11月度】 【12月度】

講 座 名 やさしいフラダンス＆ストレッチ お正月飾り

講 師 舘 みゆきさん 平田 由美子さん

開催日時 10月19日(土)10：00～11：30 12月12日(木)13：30～15：00

開催場所 地区市民センター2階大会議室 さろんde志氐我野

参 加 費 無料 1,800円（材料費）

事前申込 要（定員20名） 要（定員16名）

持 ち 物
水分、動きやすい服装

靴、タオル
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防災サバイバル体験学習 総務委員会・青少年育成部会

8月24日(土)から25日(日)にかけて、防災サバイバル体験学習を開催しました。今年は過去最多

の参加者があり、しかも熱中症特別警戒アラートが発令されるかもしれないという状況下で、ど

う対応していくか苦慮していましたが、行動制限には至らず大きな混乱

なく終えることができました。事前の準備が十分でなく、進行の途中で

それが露呈する場面がいくつかありましたが、実行委員のほか、一般公

募したボランティア(今回は外国籍の方や市外から来てくれた方もあり

ました)や育成会の皆さんが臨機応変な対応で切り抜けてくれて、その

スキルに感動させられました。

今回のボランティアには、過去にこの防災サバイバル体験学習に参加したことがある大学生も

参加してくれました。彼女は大学で防災関係の学部に所属しているそうで、防災サバイバル体験

学習に参加したことが進路選択の契機の一つになったと聞き、主催者一同感動すると同時にやっ

てきたことが意味があったのだと認識いたしました。

四日市同和教育研究大会で発表 人権教育部会・臍島雅子

8月18日(日)に四日市市文化会館第１ホールにて午前は全体会と記念講演、午後は11分科会に分

かれて報告会がありました。地域の取り組みの発表は市内24地区が輪番で行っており、今年は羽

津地区他2地区が発表しました。

羽津地区の発表では、はじめに羽津地区の概要、羽津地区まちづくり推進協議会人権教育部の

位置づけと活動を紹介しました。以前は他地区と同様に人権講演会や研修旅行の取り組みをして

いましたが、近年は地域の子供達に命の大切さを認識し自尊感情を高めてもらう取り組みを進め

ていることをメインに紹介しました。

昨年は、羽津北小学校5・6年生に鷲見三重子さんの「伝えたい生きること生き抜くこと」の人

形劇を中心とした講演会、羽津小学校5・6年生と保護者の方へ品田奈美さんの「いじめが終わる

方程式」の講演会、羽津中学校でも（急遽発生したコロナ感染者増のためにオンライン授業形式

になってしまいましたが）同じく品田奈美さんによる全学年を対象とした講演会を実施しました。

生徒の感想からは、命の大切さ、たくさんの人に支えられ受け継がれた命であること、自分を

大切にすることが他人（友達）を大切にすること、自分を傷つける事が妬みや嫉妬になり相手を

傷つけていることなどを知りもっと自分自身を好きになり大切にしたい、自分の行動は鏡など講

師の言葉に対する理解を示す声が大多数を占め、取り組みの成果がうかがわれました。今後も幼

稚園・保育園児から中学生までの子供たちを対象に、命を大切にし自分自身を愛せる取り組みを

継続して行きたいと思います

音楽部がNHK全国学校音楽コンクール三重県コンクールで入賞 羽津中学校PTA

8月7日(水)にNHK全国音楽コンクール三重県コンクールが開催されました。こ

のコンクールは、小学校、中学区、高等学校の3部に分かれており、羽津中学校

音楽部は11校が出場した中学校の部での部、見事、銀賞を獲得しました。2015

年にも出場して、その時は奨励賞(金賞、銀賞、銅賞のいずれにも入賞しなかっ

た学校には全て奨励賞が授与される)でしたから躍進を果たしました。 残念な

がら東海大会への出場はなりませんでした(金賞受賞校のみが出場)が、今年の

地区文化祭でその歌声を披露してくれますのでご期待ください。

有料広告

部会・委員会紹介

障害者福祉部会の活動について 障碍者福祉部会・松崎稚弓

障害者福祉部会は、現在16名の部員が所属しています。福祉協力員を中心に、PTA、民生委員、

障害者の事業所長など、みな心根の優しい、いざとなったら我を忘れて動いてくれるメンバーで

す。しかしほとんどの部員は、普段障害者とのかかわりがありません。そんな私たちだからこそ、

障害についてもっと学び、情報をアップデートするために、毎年勉強会や見学会を行っています。

今年度も、市の障害福祉課の出前講座を受講し、障害の種類や福祉サービス等について勉強しま

した。また先日は羽津地区にある障害者の事業所であるラポールブルーミングや、併設するグルー

プホームなどの見学をさせていただきました。部会の副部長であり、ラポールブルーミングの施

設長である金原さんの協力で、そこで働く障害のある利用者さんたちの余暇活動に参加しました。

ピザ生地に具材を一緒にトッピングをし、窯で焼いたあつあつのピザをごちそうしていただきま

した。利用者さんたちとともに過ごすことで、お互いの心の垣根が取り払われていくのを感じた

部員が多かったようです。

障害者は、パリパラリンピックで活躍する人だけではありません。羽津にも、多くの障害者の

方たちが、不自由をしながらも普通に暮らしています。私たち障害者福祉部会は、羽津の人たち

が、身近にいる障害者へ関心を持ち、受け入れ、さらには障害者が暮らしやすいまちになるよう、

障害のある人ない人との架け橋のような役目ができればと思います。

さしあたっては、今年度も秋の文化祭での障害者コーナーでの作品展示、冬には障害者向けの

ワークショップを開催予定です。文化祭の作品展示では、個性あふれる作品が好評で展示数も年々

増え、文化祭の展示コーナーの目玉になりつつあります。また、コロナで暫く中断していた交流

餅つき大会を再開する予定です。

また今年度は、児童福祉部会と高齢者福祉部会とコラボしての行事を考えています。弱者に優

しい、誰もが心地いいと感じられる羽津のまちとなるよう、これからも活動してまいります。

まち協役員リレー随筆

災害は時と場所を選ばない 副会長/安全安心事業本部長・木村昌弘

今年の夏は、災害級の猛暑日が連日続いていて、その中、「南海トラ

フ地震臨時情報」が初めて発令されました、皆さんにおかれましては、

不安な一週間を過ごされたことと思います、幸いにして何事もなく経過

して、やれやれ一安心と思ったのもつかの間、次は大型台風の直撃との

予報、停電・強風への備え、準備に追われたことと思います、これは

「災害は時と場所を選ばない」のことわざどおり、各家庭において再度、

備蓄用品、避難袋、避難経路等防災に関しての話し合いするよい機会と

なったと思います。

防災には以下の三つの行動原理(プロアクティブの3法則※)があります。

・疑わしいときには行動せよ

・最悪事態を想定して行動せよ

・空振りは許されるが見逃しは許されない

まち協の各行事においても、防災の視点に立って活動を行っています。

・盆踊りでの模擬店運営～炊き出し訓練、ミストファンによる暑さ対策

・避難所としての機能確認～猛暑日での災害対応 などを想定しています。

又、防災サバイバル体験学習での子どもたちの防災意識向上などの活動を進めていきます。

防災女性の会・マリーゴールドも発足してより広範囲に活動を始めております。多方面におい

て共助力を付けるため今後も各活動を行う予定です。

皆様におかれましては、各自が自助力を高め、その上で共助への協力をこれからも、よろしく

お願いいたします。

※プロアクティブな行動とは、将来起こりうる出来事を想定し、先んじて主体的に対応を実践

する行動をいいます。


